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まっているかを答える場合のほうが positivitybiasが大きい (self-positivitybias) ことが
示された.また，極端に positiveあるいはnegativeな特性語は，ほどほどな感情価の特
性語と比較してより大きな positivitybiasを引き起こすことが示された.













源は情動状態がワーキングメモリの実行系機能に与える影響について Oreisbach & 
Goscheke(2004)を紹介した.



























































田遺は感'情情報の脳活動パターンデコーディングについて Ethofer，Van De Ville， Scherer， 










































( 1 )調査の背景:実験 l
加齢によってさまざまな認知能力が衰退することについては，数々の先行研究にて言及さ
れている (Lustig，May& Hasher， 2001; May et al.， 1999). しかし，高齢者における感情制御
には衰退がみられないといったことや，一般成人と比較して高齢者特有の感情制御が見ら
れるということが先行研究によって示されている (Carstensen，1992;Socieoemotional theory). 








課題は， RST(reading span test)を使用し，事後に文の再認、テストを実施した.RSTは読み処
理とターゲット語の保持は共通の心的資源に依存しており， トレードオフの関係にあるた
め，処理が促進されればその分，ターゲット語の保持に心的資源を振り分けることができ
る (Daneman& Carpenter，1980) と仮定されており，文の読み処理が促進されれば，ターゲ




語の保持へより心的資源を向け， positive条件の RST成績は negative条件や neutral条件の
RST成績よりも上がると考えた.また，精微化処理が進むのであれば， positive情報の再認
成績が negative条件やneutral条件よりもあがると考えた.
実験の結果， 3条件の RST成績に対して，条件の主効果が見られた[F(2，70 ) = 9.35 ， p 
く.001](本章末尾の図参照).そこで、多重比較を行ったところ， positive条件と negative
条件の間 (*pく.001)，ならびに neutral条件と negative条件の間 (**pく.005) に有意
な差が見られた.さらに文の再認成績に対して， 1要因の分散分析を行ったところ，条
件の主効果が見られた[F(2，70)ニ7.45，pく.005J.そこで，多重比較を実施したところ，





検討した.しかし， negative条件と positive条件， neutral条件の間に RST成績の有意差が見
られたものの positive条件と neutral条件の聞には成績の有意差が見られた.そのため，
negative条件の成績低下によって成績の有意差が生じた可能性が考えられた.












調査参加者:京都大学，京都精華大学の大学生 100名(男 50・女50，年齢:18-21) 
手続き:高齢者実験で使用した 135のRST刺激文について以下の 9段階判定を行った











の中で覚醒度が低い文 (Q1)と高い文 (Q4) の聞の侵入エラー数の比較を行ったところ，
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